
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○施設の利用者数　327千人
　（設定理由：施設が老朽化する中、各施設とも前年度と同程度の利用者数を目標として設定。中野勤労者福祉センターのみ平成28年
10月から施設解体工事を予定しているため、４月から９月までの利用者数を目標とする。）

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

― 3,964

施策展開

合計 1,373 1,371

327,000 311,831 未達成 ―

4,511

勤労者の文化教養、体育及び娯楽の場を安全・快適な状態で提供することにより、勤労者福祉の増進を図る。

平成２６年度には、県内に７か所の勤労者福祉施設が設置されており、合計で583千人の利用があった。そのうち佐久、伊那及び木曽勤
労者福祉センターは平成２７年度当初に、それぞれ地元市町へ移管され、残る4か所の施設の利用者数の合計は408,238人であった。

ＰＣＢ廃棄物処分の実施 委託

1,373 4,511

合計（A) 1,332
305,659

29年度

当初予算 1,332

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

事業番号 07 06 05 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 勤労者福祉施設運営事業費 担
当
課

部局 産業労働部

課・局・室 労働雇用課

２　雇用促進　３　働きやすい職場環境づくりの推進 実施期間 S50 ～

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

勤労者福祉施設条例、勤労者福祉施設管理規則

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail rodokoyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－６職業能力の開発と安心できる雇用・職業環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

（当初） （決算） （当初）

県立勤労者福祉施設の運営
指定管

理
勤労者福祉施設の維持管理委託（地元市・県下４か
所：飯田市、松本市、中野市、千曲市）

1,373 1,371 547

― ―

補正予算

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

施設利用人数（人）

成果目標の達成状況

項目 H26末

408,238

Aの
財源

1,373 4,511

1,332 1,373 547

3,964

概　算
人件費

0.20 0.20 0.20

1,655

987 1,371

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

勤労者の文化教養、体育及び娯楽の場として、安全・快適な状態で提供するよう努めつつ、市町への移管に向けた協議を進める。

目標に対
する成果
の状況

前年度に比べて施設の利用件数は増加したものの、１件当たりの平均利用人数が減少した。また、慢性的な駐車場不足に加え、平成27
年度中に一部施設で実施した耐震改修工事に伴う休館により、既存の利用者が別の施設に流れる施設離れが発生したため、目標が達
成できなかった。

 概算事業費（B（A）+C） 2,642 2,954 6,094

1,583 1,583

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越
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